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過冷却液体の示すガラス転移に関 して,これを一種のエルゴ- ド･非エルゴ- ド

(E-NE)転移とみる考え方が最近理論,実験の両面から提案,検討されている｡ モード

結合理論 (Leut-heufier,G6tze)では,密度の時間相関々数¢(t)に対するmodel(結合パ

ラメータ人を含む)から,¢rt-∞)≠0なる分枝を示す点 スニス｡をもってガラス転移点

としている｡ 多粒子系のシミュレーションでも,これを力学系とみて種々の物理量 (例え

ば粒子のポテンシャル ･エネルギーの分布)の緩和に基づいてE-NE転移を議論 している

(Mountain)0

我々は固液相転移を示す freeenergyのモデルに対 して簡単なダイナミックスを導入し,

このモデル (coupledDuffingoscillators)の静的,動的性質から,振動子間のcouplingを

強 くしたときに,液体一結晶転移以外に,エルゴード性の破れた相が出現することを示し

た｡
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